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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１又は複数の無線局を備え、
　前記１又は複数の無線局は、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するための
第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２の
セルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供するよう構成され、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルを、前記１又は複数
の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの中からセル単位で選択するよう構成され
、
　前記少なくとも１つの特定のセルを示す設定情報を前記無線端末に送信するよう構成さ
れ、
　前記設定情報は、前記無線ベアラに関するベアラ設定を含み、
　前記ベアラ設定は、前記無線ベアラ上でのデータの送信が前記無線端末に許可される前
記少なくとも１つの特定のセルのセル単位での指定を含む、
無線局システム。
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【請求項２】
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックの各々は、前記共通のPDCPレイヤにサービ
スを提供するRadio Link Control（RLC）レイヤ、及び前記RLCレイヤにサービスを提供す
るMedium Access Control（MAC）レイヤを含む、
請求項１に記載の無線局システム。
【請求項３】
　前記１又は複数の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルは、前記無線端末に設定
され且つアクティブ化されたセルである、
請求項１又は２に記載の無線局システム。
【請求項４】
　前記共通のPDCPレイヤは、
　前記第１の無線プロトコルスタックを使用する第１の無線ベアラ、前記第２の無線プロ
トコルスタックを使用する第２の無線ベアラを提供するよう構成され、
　前記第１の無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を第１の鍵から導出し
、前記第２の無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を前記第１の鍵とは異
なる第２の鍵から導出するよう構成されている、
請求項１～３のいずれか１項に記載の無線局システム。
【請求項５】
　前記共通のPDCPレイヤは、
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合された無線ベアラを提
供するよう構成され、
　前記統合された無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を前記第１の鍵か
ら導出するよう構成されている、
請求項４に記載の無線局システム。
【請求項６】
　１又は複数の無線局を含む無線局システムにおける方法であって、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するための
第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２の
セルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供すること、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルを、前記１又は複数
の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの中からセル単位で選択すること、及び
　前記少なくとも１つの特定のセルを示す設定情報を前記無線端末に送信すること、
を備え、
　前記設定情報は、前記無線ベアラに関するベアラ設定を含み、
　前記ベアラ設定は、前記無線ベアラ上でのデータの送信が前記無線端末に許可される前
記少なくとも１つの特定のセルのセル単位での指定を含む、
方法。
【請求項７】
　１又は複数の無線局を含む無線局システムにおける方法をコンピュータに行わせるため
のプログラムであって、
　前記方法は、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するための
第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２の
セルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供すること、
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　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルを、前記１又は複数
の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの中からセル単位で選択すること、及び
　前記少なくとも１つの特定のセルを示す設定情報を前記無線端末に送信すること、
を備え、
　前記設定情報は、前記無線ベアラに関するベアラ設定を含み、
　前記ベアラ設定は、前記無線ベアラ上でのデータの送信が前記無線端末に許可される前
記少なくとも１つの特定のセルのセル単位での指定を含む、
プログラム。
【請求項８】
　無線端末であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線局と通信するための第
１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２のセ
ルで前記無線局と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第２の
無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Protoc
ol（PDCP）レイヤとを提供するよう構成され、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルをセル単位で指定す
る設定情報を前記無線局から受信するよう構成され、
　前記設定情報に従って、前記無線ベアラ上でのデータの送信及びデータの受信の少なく
とも一方を前記少なくとも１つの特定のセルを介して行うよう構成され、
　前記設定情報は、前記無線ベアラに関するベアラ設定を含み、
　前記ベアラ設定は、前記無線ベアラ上でのデータの送信が前記無線端末に許可される前
記少なくとも１つの特定のセルのセル単位での指定を含む、
無線端末。
【請求項９】
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックの各々は、前記共通のPDCPレイヤにサービ
スを提供するRadio Link Control（RLC）レイヤ、及び前記RLCレイヤにサービスを提供す
るMedium Access Control（MAC）レイヤを含む、
請求項８に記載の無線端末。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、統合されたRadio Resource Control（RRC）レイ
ヤをさらに提供するよう構成され、
　前記統合されたRRCレイヤは、前記無線ベアラ上でのデータの送信に使用される前記少
なくとも１つの特定のセルを指定するために、前記共通のPDCPレイヤ、並びに前記第１及
び第２の無線プロトコルスタックの各MACレイヤを制御するよう構成されている、
請求項９に記載の無線端末。
【請求項１１】
　前記無線ベアラは、前記第１及び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合さ
れた無線ベアラであり、
　前記統合されたRRCレイヤによる前記共通のPDCPレイヤに対する制御は、前記統合され
た無線ベアラに関するアップリンクPDCPプロトコル・データ・ユニット（PDUs）を前記第
１の無線プロトコルスタックのRLCレイヤ及び前記第２の無線プロトコルスタックのRLCレ
イヤのいずれに送るべきかを、前記共通のPDCPレイヤに指示することを含む、
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請求項１０に記載の無線端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線局と無線端末の間の複数のRadio Access Technology（RAT）を利用した
通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　3rd Generation Partnership Project（3GPP）は、2020年移行の導入に向けた5Gの標準
化作業を3GPP Release 14として2016年に開始する予定である。5Gは、LTE及びLTE-Advanc
edの継続的発展（enhancement/evolution）と新たな5Gエア・インタフェース（新たなRad
io Access Technology（RAT））の導入による革新的な発展の組合せで実現されると想定
されている。新たなRAT（New 5G RAT）は、例えば、LTE/LTE-Advancedの継続的発展が対
象とする周波数帯（e.g., 6 GHz以下）よりも高い周波数帯、例えば10 GHz以上のセンチ
メートル波帯及び30 GHz以上のミリ波帯をサポートする。
【０００３】
　高い周波数帯は、高レート通信を提供できる。しかしながら、高い周波数帯のカバレッ
ジは、その周波数特性のために、より局所的である。したがって、高い周波数帯が特定の
エリアでの容量及びデータレートを向上するために使用される一方で、広いカバレッジが
既存の低い周波数帯によって提供される。すなわち、高い周波数帯でのNew 5G RAT通信の
安定性を確保するためには、低い周波数帯と高い周波数帯、つまりLTE/LTE-AdvancedとNe
w 5G RAT、の密接な(tight) 統合（integration）又は密接なインターワーキングが必要
とされる。5Gをサポートする無線端末（5G User Equipment（UE））は、Carrier Aggrega
tion（CA）若しくはDual Connectivity（DC）又はこれらを改良した技術を用いて、低い
周波数帯および高い周波数帯（つまり、LTE/LTE-Advancedセル及びNew 5G セル）の両方
に接続する。
【０００４】
　非特許文献１は、LTEエア・インタフェース（LTE RAT）及び新たな5Gエア・インタフェ
ース（New 5G RAT）を共に使用するためのユーザ・プレーン及びコントロール・プレーン
のアーキテクチャを開示している。いくつかの実装において、共通の（common）Radio Re
source Control（RRC）レイヤ及び共通のPacket Data Convergence Protocol（PDCP）レ
イヤ（サブレイヤ）が使用される。共通のPDCPレイヤは、LTE下位レイヤ（layers）とNew
 5G下位レイヤ（layers）に接続され、これらLTE下位レイヤ及びNew 5G下位レイヤを介し
たユーザ・プレーン・データ及びコントロール・プレーン・データの転送サービスを上位
レイヤに提供する。LTE下位レイヤは、LTE-RATのためのRadio Link Control（RLC）レイ
ヤ、Medium Access Control（MAC）レイヤ、及び物理レイヤを含む。同様に、New 5G下位
レイヤは、New 5G RATのためのRLCレイヤ、MACレイヤ及び物理レイヤを含む。
【０００５】
　なお、本明細書で使用される“LTE”との用語は、特に断らない限り、New 5G RATとの
密接なインターワーキングを可能とする5GのためのLTE及びLTE-Advancedの発展を含む。
このようなLTE及びLTE-Advancedの発展は、LTE-Advanced Pro、LTE+、又はenhanced LTE
（eLTE）とも呼ばれる。また、本明細書における“5G”又は“New 5G”との用語は、第5
世代移動通信システム（5G）のために新たに導入されるエア・インタフェース（RAT）及
びこれに関するノード、セル、及びプロトコルレイヤ等を示すために便宜的に使用される
。新たに導入されるエア・インタフェース（RAT）及びこれに関するノード、セル、及び
プロトコルレイヤの正式な名称は、標準化作業が進む過程で将来的に決定されるであろう
。例えば、LTE RATは、Primary RAT (P-RAT, pRAT)又はMaster RATと呼ばれ、New 5G RAT
は、Secondary RAT (S-RAT, sRAT)と呼ばれるかもしれない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
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【０００６】
【非特許文献１】Da Silva, I.; Mildh, G.; Rune, J.; Wallentin, P.; Vikberg, J.; S
chliwa-Bertling, P.; Rui Fan, "Tight Integration of New 5G Air Interface and LTE
 to Fulfill 5G Requirements," in Vehicular Technology Conference (VTC Spring), 2
015 IEEE 81st, pp.1-5, 11-14 May 2015
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　発明者等は、LTE RATとNew 5G RATの密接なインターワーキングを提供する5G無線アー
キテクチャに関して検討を行い、いくつかの課題を見出した。例えば、非特許文献１に示
された共通のPDCPレイヤを含むアーキテクチャでは、eNBは、UEがアップリンク（UL）送
信を行うべき特定のセルをUEに指示することが難しいという問題がある。
【０００８】
　なお、既存のDual Connectivityでは、UEは、UEがUL PDCP Protocol Data Units（PDUs
）をどのリンクで送信するかをMaster eNB（MeNB）によって設定される。しかしながら、
DCのMeNBは、UL PDCP PDUsを送信するべきセルグループをUEに設定できるのみである。つ
まり、DCのMeNBは、MeNBによって提供される１又は複数のセルから成るMaster Cell Grou
p（MCG）とSecondary（SeNB）によって提供される１又は複数のセルから成るSecondary C
ell Group（SCG）のいずれでUL PDCP PDUsを送信するべきかをUEに設定できるのみである
。言い換えると、DCのMeNBは、MCG又はSCG内のいずれの特定のセルでUL PDCP PDUsを送信
するべきかをUEに指示することができない。
【０００９】
　したがって、本明細書に開示される実施形態が達成しようとする目的の１つは、２つの
異なるRATの密接なインターワーキングを提供する無線アーキテクチャにおいて、無線端
末（UE）がアップリンク送信を行うべき特定のセルをeNB がUEに指示することを可能にす
る装置、方法、及びプログラムを提供することである。なお、この目的は、本明細書に開
示される複数の実施形態が達成しようとする複数の目的の１つに過ぎないことに留意され
るべきである。その他の目的又は課題と新規な特徴は、本明細書の記述又は添付図面から
明らかにされる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の態様では、無線局システムは、１又は複数の無線局を含む。前記１又は複数の無
線局は、第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信する
ための第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の
第２のセルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１
及び第２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Converge
nce Protocol（PDCP）レイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこ
れら両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの
少なくとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルを、前記１又は
複数の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの中からセル単位で選択するよう構成
されている。さらにまた、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つの特
定のセルを示す設定情報を前記無線端末に送信するよう構成されている。
【００１１】
　第２の態様では、１又は複数の無線局を含む無線局システムにおける方法は、
（ａ）第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するた
めの第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第
２のセルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及
び第２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergenc
e Protocol（PDCP）レイヤとを提供すること、
（ｂ）前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこ
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れら両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの
少なくとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルを、前記１又は
複数の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの中からセル単位で選択すること、及
び
（ｃ）前記少なくとも１つの特定のセルを示す設定情報を前記無線端末に送信すること、
を含む。
【００１２】
　第３の態様では、無線端末は、メモリ、及び前記メモリに結合された少なくとも１つの
プロセッサを含む。前記少なくとも１つのプロセッサは、第１の無線アクセス技術に従っ
て１又は複数の第１のセルで無線局と通信するための第１の無線プロトコルスタックと、
第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２のセルで前記無線局と通信するための
第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第２の無線プロトコルスタックの両方に
関連付けられた共通のPacket Data Convergence Protocol（PDCP）レイヤとを提供するよ
う構成される。さらに、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記共通のPDCPレイヤを介
したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら両方に使用される無線ベアラ
上でデータを送信すること及びデータを受信することの少なくとも一方が前記無線端末に
許可される少なくとも１つの特定のセルをセル単位で指定する設定情報を前記無線局から
受信するよう構成されている。さらにまた、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記設
定情報に従って、前記無線ベアラ上でのデータの送信及びデータの受信の少なくとも一方
を前記少なくとも１つの特定のセルを介して行うよう構成されている。
【００１３】
　第４の態様では、無線端末における方法は、
（ａ）第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線局と通信するため
の第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２
のセルで前記無線局と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供すること、
（ｂ）前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこ
れら両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの
少なくとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルをセル単位で指
定する設定情報を前記無線局から受信すること、及び
（ｃ）前記設定情報に従って、前記無線ベアラ上でのデータの送信及びデータの受信の少
なくとも一方を前記少なくとも１つの特定のセルを介して行うこと、
を含む。
【００１４】
　第５の態様では、プログラムは、コンピュータに読み込まれた場合に、上述の第２又は
第４の態様に係る方法をコンピュータに行わせるための命令群（ソフトウェアコード）を
含む。
【発明の効果】
【００１５】
　上述の態様によれば、２つの異なるRATの密接なインターワーキングを提供する無線ア
ーキテクチャにおいて、無線端末（UE）がアップリンク送信を行うべき特定のセルをeNB 
がUEに指示することを可能にする装置、方法、及びプログラムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】いくつかの実施形態に係る無線通信ネットワークの構成例を示す図である。
【図２】いくつかの実施形態に係る無線通信ネットワークの構成例を示す図である。
【図３】いくつかの実施形態に係る無線通信ネットワークの他の構成例を示す図である。
【図４】いくつかの実施形態に係る無線プロトコルスタックの例を示す図である。
【図５】いくつかの実施形態に係る無線プロトコルスタックの例を示す図である。
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【図６】いくつかの実施形態に係るアップリンクのためのレイヤ２構造の例を示す図であ
る。
【図７】第１の実施形態に係る無線端末及び基地局の動作の一例を示すシーケンス図であ
る。
【図８】第１の実施形態に係る無線端末及び基地局の動作の一例を示すシーケンス図であ
る。
【図９】アップリンク送信に使用される特定のセルを無線端末に指示するために基地局に
よって使用される情報要素の一例を示す図である。
【図１０】アップリンク送信に使用される特定のセルを無線端末に指示するために基地局
によって使用される情報要素の一例を示す図である。
【図１１】第２の実施形態において、各無線ベアラの暗号化／解読のための一時鍵の生成
に使用される鍵の例を示すテーブルである。
【図１２】第２の実施形態において、各無線ベアラの暗号化／解読のための一時鍵の生成
に使用される鍵の例を示すテーブルである。
【図１３】第３の実施形態に係る無線端末の動作の一例を示すフローチャートである。
【図１４】いくつかの実施形態に係る無線端末の構成例を示すブロック図である。
【図１５】いくつかの実施形態に係る基地局の構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下では、具体的な実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。各図面に
おいて、同一又は対応する要素には同一の符号が付されており、説明の明確化のため、必
要に応じて重複説明は省略される。
【００１８】
　以下に説明される複数の実施形態は、独立に実施されることもできるし、適宜組み合わ
せて実施されることもできる。これら複数の実施形態は、互いに異なる新規な特徴を有し
ている。したがって、これら複数の実施形態は、互いに異なる目的又は課題を解決するこ
とに寄与し、互いに異なる効果を奏することに寄与する。
【００１９】
　以下に示される複数の実施形態は、LTE RATとNew 5G RATの密接なインターワーキング
を提供する5G無線アーキテクチャを主な対象として説明される。しかしながら、これらの
実施形態は、5G無線アーキテクチャに限定されるものではなく、２つの異なるRATの密接
なインターワーキングを提供する他の無線アーキテクチャに適用されてもよい。
【００２０】
＜第１の実施形態＞
　図１は、本実施形態を含むいくつかの実施形態に係る無線通信ネットワークの構成例を
示している。図１の例では、無線通信ネットワークは、無線端末（UE）１及び統合された
基地局（integrated eNB）２を含む。UE１は、5G UEであり、CA若しくはDC又はこれらを
改良した技術を用いて、１又は複数のLTE セル（e.g., セル２１及び２２）及び１又は複
数のNew 5Gセル（e.g., セル２３及び２４）の両方に接続する。以下では、5G UE１によ
って使用される１又は複数のLTE セル及び１又は複数のNew 5Gセルを、それぞれLTEセル
グループ（cell group（CG））及びNew 5G CGと呼ぶ。LTE CG内及びNew 5G CG内の各セル
は、integrated eNB２によって5G UE１に設定され且つアクティブ化（activated）された
セルである。いくつかの実装において、LTE CG（e.g., セル２１及び２２）の周波数帯（
e.g., F1及びF2）は低い周波数帯（e.g., 6 GHzより低い）であり、New 5G CG（e.g., セ
ル２３及び２４）の周波数帯（e.g., F3及びF4）は高い周波数帯（e.g., 6 GHzより高い
）である。
【００２１】
　Integrated eNB２は、5Gをサポートし、周波数及びRATが異なる複数のコンポーネント
キャリア（CC）を使用する複数のセルを提供する。図１の例では、integrated eNB２は、
LTEセル２１及び２２並びにNew 5Gセル２３及び２４を提供する。Integrated eNB２は、C
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A若しくはDC又はこれらを改良した技術を用いて、LTE CG（e.g., セル２１及び２２）及
びNew 5G CG（e.g., セル２３及び２４）の両方を介して5G UE１と通信する。さらに、in
tegrated eNB２は、コアネットワーク、すなわち統合されたEvolved Packet Core（integ
rated EPC）４１に接続される。Integrated EPC４１は、LTEのコアネットワーク機能及び
5Gの新たなコアネットワーク機能を提供する。いくつかの実装において、integrated eNB
２は、5Gに特化したコアネットワーク（5G specific EPC４２）に接続されてもよい。
【００２２】
　図２に示されているように、integrated eNB２の複数のセルの少なくとも１つ（e.g., 
New 5Gセル２３及び２４）を提供するために遠隔の無線ユニット３が使用されてもよい。
図２の構成では、integrated eNB２は、アップリンク及びダウンリンク信号に関するデジ
タル信号処理を行い、無線ユニット３は、物理レイヤのアナログ信号処理を行う。例えば
、integrated eNB２と無線ユニット３の間は光ファイバで接続され、当該光ファイバ上で
Common Public Radio Interface（CPRI） standardを用いてデジタルベースバンド信号が
転送される。図２の構成は、Cloud Radio Access Network（C-RAN）と呼ばれる。無線ユ
ニット３は、Remote Radio Head（RRH）又はRemote Radio Equipment（RRE）と呼ばれる
。また、ベースバンドデジタル信号処理を担うintegrated eNB２は、Baseband Unit（BBU
）と呼ばれる。さらに、CPRIの他に（例えば3GPP、Small Cell Forumにおいて）標準規定
されるフロントホール（インタフェース）を用いて、Layer 1,2,3のいずれかの情報（を
含む信号）が転送されてもよい。例えば、L1とL2の間またはL2内のSub-layer間をフロン
トホールで接続する形態は、L2 C-RANとも呼ばれる。この場合、図２のintegrated eNB２
はDigital Unit (DU)、RRH３はRadio Unit (RU)とも呼ばれる。
【００２３】
　図１及び図２に示された構成例では、LTE無線プロトコル及びNew 5G無線プロトコルが
１つノード（i.e., integrated eNB２）に実装される。したがって図１及び図２に示され
た構成例は、co-located 配置（deployments）又はco-located RANと呼ばれる。なお、L2
 C-RAN構成の場合、New 5G無線プロトコルの一部がRUに配置されていてもよい。一方、他
の構成例では、non co-located配置又はnon co-located RANが採用されてもよい。Non co
-located配置では、LTE無線プロトコル及びNew 5G無線プロトコルが異なる２つのノード
（eNBs）によって提供される。これら２つのノードは、例えば、地理的に離れた２つの異
なるサイトに設置される。
【００２４】
　図３は、本実施形態を含むいくつかの実施形態に係る無線通信ネットワークのnon co-l
ocated配置の例を示している。図３の例では、無線通信ネットワークは、5G UE１、LTE+ 
eNB５、及び5G specific eNB６を含む。LTE+ eNB５は、LTE CG（e.g., セル２１及び２２
）を提供し、5G specific eNB６は、New 5G CG（e.g., セル２３及び２４）を提供する。
LTE+ eNB５は、光ファイバ・リンク又はpoint-to-point無線リンク等の通信回線によって
5G specific eNB６と接続され、基地局間インタフェース３０１（e.g., 発展された（enh
anced）X2インタフェース）上で5G specific eNB６と通信する。LTE+ eNB５及び5G speci
fic eNB６は、CA若しくはDC又はこれらを改良した技術を用いてLTE CG及び5G CGの両方に
接続することを5G UE１に可能とするために、互いに連携して動作（interwork）する。
【００２５】
　図４は、5G UE１及びintegrated eNB２がサポートする無線プロトコルスタックの一例
を示している。図４に示された無線プロトコルスタック４００は、統合された（integrat
ed）RRCレイヤ４０１及び統合されたPDCPレイヤ（サブレイヤ）４０２を含む。統合され
たRRCレイヤ４０１及び統合されたPDCPレイヤ４０２は、それぞれ共通の（common）RRCレ
イヤ及び共通のPDCPレイヤと呼ぶこともできる。無線プロトコルスタック４００は、さら
に、LTE下位レイヤ（layers）及びNew 5G下位レイヤ（layers）を含む。LTE下位レイヤは
、LTE RLCレイヤ４０３、LTE MACレイヤ４０４、及びLTE PHYレイヤ４０５を含む。New 5
G下位レイヤは、New RLCレイヤ４０６、New MACレイヤ４０７、及びNew PHYレイヤ４０８
を含む。Integrated eNB２の場合、LTE PHYレイヤ４０５の機能の一部（e.g.,アナログ信
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号処理）は、LTE用のRRHによって提供されてもよい。同様に、New PHYレイヤ４０８の機
能の一部（e.g.,アナログ信号処理）は、New 5G用のRRHによって提供されてもよい。また
、上述のL2 C-RAN構成の場合、New PHYレイヤ、New MACレイヤ、あるいはNew RLCレイヤ
の機能の一部（及び、それより下位の機能）は、New 5G用のRUによって提供されてもよい
。
【００２６】
　統合されたRRCレイヤ４０１は、LTE RAT及びNew 5G RATでのコントロール・プレーン機
能を担う。統合されたRRCレイヤ４０１の主なサービス及び機能は以下を含む：
・non-access stratum（NAS）及びaccess stratum（AS）のためのシステム情報の送信、
・ページング、
・RRCコネクションの確立・メンテナンス・解放、
・鍵管理を含むセキュリティ機能、
・無線ベアラの設定・メンテナンス・解放、
・下位レイヤ・プロトコル（i.e., PDCP、RLC、MAC、PHY）の設定、
・QoS管理、
・UE測定報告及びその設定、及び
・UEとコアネットワークの間でのNASメッセージの転送を含む。
【００２７】
　統合されたRRCレイヤ４０１は、無線ベアラの管理、ユーザ・プレーン（データ無線ベ
アラ）のデータの暗号化／復号化の制御、コントロール・プレーン（シグナリング無線ベ
アラ）のデータ（RRC PDUs）の暗号化／復号化の制御、及びコントロール・プレーン（シ
グナリング無線ベアラ）のデータ（RRC PDUs）の完全性保護（integrity protection）の
制御のために、統合されたPDCPレイヤ４０２と通信する。さらに、統合されたRRCレイヤ
４０１は、LTE RLCレイヤ４０３、LTE MACレイヤ４０４、及びLTE PHYレイヤ４０５を制
御するとともに、New RLCレイヤ４０６、New MACレイヤ４０７、及びNew PHYレイヤ４０
８も制御する。
【００２８】
　統合されたPDCPレイヤ４０２は、データ無線ベアラ及びシグナリング無線ベアラのデー
タの転送サービスを上位レイヤに提供する。統合されたPDCPレイヤ４０２は、LTE RLCレ
イヤ４０３及びNew RLCレイヤ４０６からサービスを受ける。すなわち、統合されたPDCP
レイヤ４０２は、LTE RATを介したPDCP PDUsの転送サービスをLTE RLCレイヤ４０３から
提供され、New 5G RATを介したPDCP PDUsの転送サービスをNew RLCレイヤ４０６から提供
される。
【００２９】
　なお、図４に示された、統合されたPDCPレイヤ４０２を使用する無線プロトコルスタッ
ク４００は、co-located配置（図１及び図２）だけでなく、non co-located配置（図３）
にも適用できることに留意されるべきである。すなわち、図５に示されるように、non co
-located配置では、LTE+ eNB５は、あるサイト５０１に配置され、統合されたRRCレイヤ
４０１、統合されたPDCPレイヤ４０２、LTE RLCレイヤ４０３、LTE MACレイヤ４０４、及
びLTE PHYレイヤ４０５を提供する。一方、5G specific eNB６は、別のサイト５０２に配
され、New RLCレイヤ４０６、New MACレイヤ４０７、及びNew PHYレイヤ４０８を提供す
る。
【００３０】
　いくつかの実装において、non co-located配置で使用される5G specific eNB６は、New
 RRCレイヤ５１１及びNew PDCPレイヤ５１２を有してもよい。また、5G specific eNB６
は、5G UE１のためにコアネットワーク（e.g., Integrated EPC４１又は5G specific EPC
４２）との制御インタフェース又はコネクション（e.g., S1-MMEインタフェース, S1-Uイ
ンタフェース）を有してもよい。いくつかの実装において、New RRCレイヤ５１１は、New
5G CG（e.g., New 5Gセル２３及び２４）の下位レイヤ４０６～４０８を設定し、New5G C
Gを介してシステム情報（i.e., Master Information Block (MIB) 若しくは System Info
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rmation Blocks (SIBs)又はこれら両方）を送信してもよい。New RRCレイヤ５１１は、5G
 UE１とのシグナリング無線ベアラを設定し、New5G CG（e.g., New 5Gセル２３及び２４
）の下位レイヤ４０６～４０８並びにNew PDCPレイヤ５１２を設定し、New5G CGを介して
RRCメッセージを5G UE１に送信し且つ5G UE１から受信してもよい。New RRCレイヤ５１１
は、コアネットワーク（e.g., Integrated EPC４１又は5G specific EPC４２）と5G UE１
の間でNASメッセージを転送してもよい。New PDCPレイヤ５１２は、New 5G下位レイヤ４
０６～４０８を介したRRCメッセージの転送サービスをNew RRCレイヤ５１１に提供する。
【００３１】
　New RRCレイヤ５１１は、統合されたRRCレイヤ４０１に従属してもよいし（つまり、従
属関係）、統合されたRRCレイヤ４０１と同等の制御をしてもよい（つまり、同様の機能
を有する）。前者（従属関係）の場合、5G specific eNB６（のNew RRCレイヤ５１１）は
、LTE+ eNB５（の統合されたRRCレイヤ４０１）の指示または要求に応答して、New 5Gセ
ル（New 5G CG）に対するRRC設定情報を生成してもよい。5G specific eNB６（のNew RRC
レイヤ５１１）は、当該RRC設定情報をLTE+ eNB５（の統合されたRRCレイヤ４０１）に送
信し、LTE+ eNB５はLTEセル（LTE CG）で5G UE１に当該RRC設定情報を含むRRCメッセージ
（e.g., RRC Connection Reconfiguration message）を送信してもよい。あるいは、5G s
pecific eNB６（のNew RRCレイヤ５１１）は、当該RRC設定情報を含むRRCメッセージをNe
w 5Gセルで5G UE１に送信してもよい。
【００３２】
　5G UE１は、図５に示す無線ネットワークと通信するために、図４で示されるプロトコ
ルスタックをサポートしてもよいし、別のプロトコルスタックをサポートしてもよい。例
えば、5G UE１は、LTE+ eNB５の統合されたRRCレイヤ４０１に対応するRRCレイヤ（maste
r RRCレイヤ、primary RRCレイヤ）と、5G specific eNB６のNew RRCレイヤ５１１に対応
する補助的なRRCレイヤ（sub RRCレイヤ、secondary RRCレイヤ）を有してもよい。例え
ば、sub RRCレイヤは、master RRCレイヤが制御するRRC設定情報の一部の送信若しくは受
信（生成若しくは復元）又はこれら両方を行うようにしてもよい。例えば、5G UE１は、L
TEセル（LTE CG）のRRC設定情報及びNew 5Gセル（New 5G CG）のRRC設定情報の両方を、L
TEセルにおいて受信してもよいし、New 5Gセルにおいて受信してもよい。あるいは、5G U
E１は、LTEセル（LTE CG）のRRC設定情報をLTEセルで受信し、New 5Gセル（New 5G CG）
のRRC設定情報をNew 5Gセルで受信してもよい。
【００３３】
　図４に示された無線プロトコルスタックは一例であり、5G UE１及びintegrated eNB２
は、他のプロトコルスタックをサポートしてもよい。例えば、図４では統合されたPDCPレ
イヤ４０２がLTE下位レイヤ及びNew 5G下位レイヤを統合（連携）している。これに代え
て、LTE PHYレイヤ４０５及びNew PHYレイヤ４０８を統合（連携）するよう動作する統合
されたintegrated MACが使用されてもよい。
【００３４】
　図６は、いくつかの実施形態に係るアップリンクのためのレイヤ２構造の一例を示して
いる。図６に示された統合されたPDCPレイヤ６０２、LTE RLCレイヤ６０３、LTE MACレイ
ヤ６０４、New RLCレイヤ６０６、及びNew MACレイヤ６０７は、図４及び図５に示された
統合されたPDCPレイヤ４０２、LTE RLCレイヤ４０３、LTE MACレイヤ４０４、New RLCレ
イヤ４０６、及びNew MACレイヤ４０７にそれぞれ対応する。
【００３５】
　統合されたPDCPレイヤ６０２は、１又は複数のPDCPエンティティを含む。各PDCPエンテ
ィティは、１つの無線ベアラのデータを運ぶ。各PDCPエンティティは、データ無線ベアラ
（DRB）とシグナリング無線ベアラ（SRB）のどちらからのデータを運ぶかに依存して、ユ
ーザ・プレーン又はコントロール・プレーンに関連付けられる。図６の例では、統合され
たPDCPレイヤ６０２は、３つのデータ無線ベアラDRB #1、DRB #2、及びDRB #3にそれぞれ
対応する３つのPDCPエンティティ６０２１、６０２２、及び６０２３を含む。
【００３６】
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　なお、DRB #1のデータは、LTE RATを介してLTE CG（e.g., LTEセル２１及び２２）にお
いて5G UE１からintegrated eNB２（又はLTE+ eNB５）に送信される。したがって、以下
ではDRB #1は、LTEベアラと呼ばれることもある。DRB #1は、LTE Release 12 DCのMCGベ
アラ（MCG bearer）に相当するベアラである。
【００３７】
　DRB #2のデータは、New 5G RATを介してNew 5G CG（e.g., New 5Gセル２３及び２４）
において5G UE１からintegrated eNB２（又は5G specific eNB６）に送信される。したが
って、以下ではDRB #2は、New 5Gベアラと呼ばれることもある。ここで、5G specific eN
B６が管理するNew 5G CGにおいてデータが送信される場合、DRB #2は、LTE Release 12 D
CのSCGベアラ（SCG bearer）に相当するベアラである。一方、integrated eNB２が管理す
るNew 5G CGにおいてデータが送信される場合、DRB #2は、LTE Release 12 DCのスプリッ
トベアラ（split bearer）のSCG側のベアラに相当してもよい。
【００３８】
　DRB #3は、LTE Release 12 DCのスプリットベアラ（split bearer）に相当するベアラ
である。すなわち、DRB #3は、LTE CGのリソース及びNew 5G CGのリソースを共に使用す
るために、LTE RATの１つの論理チャネル及びNew 5G RATの１つの論理チャネルの両方に
対応付けられる。ユーザデータの場合、LTE RATの論理チャネルは、Dedicated Traffic C
hannel（DTCH）である。New 5G RATの論理チャネルは、DTCHに相当するユーザデータ用の
5G論理チャネルである。以下ではDRB #3は、スプリットベアラ又は統合されたベアラ（in
tegrated bearer）と呼ばれることもある。
【００３９】
　5G UE１によるアップリンク送信の場合、PDCPエンティティ６０２１は、DRB #1（LTEベ
アラ）のデータからPDCP PDUsを生成し、LTE RLCエンティティ６０３１にこれらを送る。
Integrated eNB２（又はLTE+ eNB５）によるアップリンク受信の場合、PDCPエンティティ
６０２１は、LTE RLCエンティティ６０３１からRLC SDUs（PDCP PDUs）を受信し、DRB #1
のデータを上位レイヤに送る。
【００４０】
　5G UE１によるアップリンク送信の場合、PDCPエンティティ６０２２は、DRB #2（New 5
Gベアラ）のデータからPDCP PDUsを生成し、New RLCエンティティ６０６１にこれらを送
る。Integrated eNB２（又は5G specific eNB６）によるアップリンク受信の場合、PDCP
エンティティ６０２２は、New RLCエンティティ６０６１からRLC SDUs（PDCP PDUs）を受
信し、DRB #2のデータを上位レイヤに送る。
【００４１】
　5G UE１によるアップリンク送信の場合、PDCPエンティティ６０２３は、DRB #3（integ
rated bearer）のデータからPDCP PDUsを生成し、これらのPDCP PDUsをLTE RLCエンティ
ティ６０３２又はNew RLCエンティティ６０６２にルーティングする。Integrated eNB２
（又はLTE+ eNB５及び5G specific eNB６）によるアップリンク受信の場合、PDCPエンテ
ィティ６０２３は、LTE RLCエンティティ６０３２及びNew RLCエンティティ６０６２から
受信したPDCP PDUs（RLC SDUs）をリオーダリングし、DRB #3のデータを上位レイヤに送
る。
【００４２】
　LTE RLCレイヤ６０３及びNew RLCレイヤ６０６の各RLCエンティティは、統合されたRRC
エンティティ（図４のRRCエンティティ４０１）によってRLC Acknowledged Mode（RLC AM
）データ転送又はRLC Unacknowledged Mode（RLC UM）データ転送を設定され、PDCP PDUs
の転送サービスを提供する。5G UE１によるアップリンク送信の場合、LTE RLCレイヤ６０
３の各RLCエンティティは、PDCP PDUs（RLC SDUs）からRLC PDUs（つまり、論理チャネル
のデータ）を生成し、これらをLTE MACレイヤ６０４のMACエンティティ６０４１に送る。
同様に、New RLCレイヤ６０６の各RLCエンティティは、PDCP PDUs（RLC SDUs）からRLC P
DUs（つまり、論理チャネルのデータ）を生成し、これらをNew MACレイヤ６０７のMACエ
ンティティ６０７１に送る。
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【００４３】
　図６の例では、１つの5G UE１に設定された２つのLTEセル（LTE CG）のために１つのMA
Cエンティティ６０４１が使用される。5G UE１によるアップリンク送信の場合、MACエン
ティティ６０４１は、２つのRLCエンティティ６０３１及び６０３２からの２つの論理チ
ャネルに属するRLC PDUs（MAC SDUs）をTransmission Time Interval（TTI）毎に２つの
トランスポートブロックに多重化する。ここで、TTI毎の２つのトランスポートブロック
は、２つのLTEセル２１及び２２に対応する２つのULトランスポートチャネル（UL-SCHs）
上でLTE物理レイヤ４０５に送られる。
【００４４】
　同様に、１つの5G UE１に設定された２つのNew 5Gセル（New 5G CG）のために１つのMA
Cエンティティ６０７１が使用される。5G UE１によるアップリンク送信の場合、MACエン
ティティ６０７１は、２つのRLCエンティティ６０７１及び６０７２からの２つの論理チ
ャネルに属するRLC PDUs（MAC SDUs）をTransmission Time Interval（TTI）毎に２つの
トランスポートブロックに多重化する。ここで、TTI毎の２つのトランスポートブロック
は、２つのNew 5Gセル２３及び２４に対応する２つのULトランスポートチャネル（UL TrC
H）上でNew 5G用の物理レイヤ４０８に送られる。
【００４５】
　さらに、本実施形態では、integrated eNB２は、共通のPDCPレイヤを介したアップリン
ク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら両方に使用される無線ベアラでデータを送信
すること及びデータを受信することの少なくとも一方が5G UE１に許可される特定のセル
を5G UE１に指示するよう構成されている。例えば、integrated eNB２は、5G UE１がアッ
プリンク（UL）送信を行うべき特定のセルを5G UE１に指示するよう構成されてもよい。
【００４６】
　いくつかの実装において、integrated eNB２は、少なくともアップリンク送信に使用さ
れる無線ベアラであるUL無線ベアラのデータを送信することが5G UE１に許可される少な
くとも１つの特定のセルを、5G UE１に設定された（且つアクティブ化（activated）され
た）１又は複数のLTEセル（e.g., LTEセル２１及び２２）並びに１又は複数のNew 5Gセル
（e.g., New 5Gセル２３及び２４）の中からセル単位（cell-by-cell basis）で選択する
。そして、integrated eNB２は、選択された特定のセルを示す設定情報を5G UE１に送信
する。言い換えると、当該設定情報は、（統合されたPDCPレイヤ４０２又は６０２によっ
てUL無線ベアラのデータから生成される）UL PDCP PDUsを送信することが5G UE１に許可
される少なくとも１つの特定のセルを示す。UL無線ベアラのデータ（UL PDCP SDUs 又はP
DUs）が送信されるべき特定のセルを5G UE１に設定（Addition/Modification）する処理
を、本明細書では“Cell-specific bearer mapping”と呼ぶ。non co-located配置が使用
される場合、LTE+ eNB５又は5G specific eNB６は、Cell-specific bearer mapping”の
ための処理をintegrated eNB２に代わって行う。
【００４７】
　いくつかの実装において、UL送信のための特定のセルを5G UE１に知らせる設定情報は
、RRCメッセージに含まれてもよい。図７は、当該設定情報の送信動作の一例（処理７０
０）を示している。ステップ７０１では、integrated eNB２は、Cell-specific bearer m
appingのための設定情報を含むRRC Connection Reconfigurationメッセージを5G UE１に
送信する。なお、図７は一例にすぎない。例えば、当該設定情報は、他のRRCメッセージ
（e.g., RRC Connection Setupメッセージ）に含まれてもよい。non co-located配置が使
用される場合、例えば、統合されたRRCレイヤ４０１を提供するLTE+ eNB５がステップ７
０１の送信を行ってもよい。
【００４８】
　別のいくつかの実装において、5G specific eNB６が当該New 5GセルにおけるCell-spec
ific bearer mappingのための設定情報をinter-node message（e.g., SCG-Config）を用
いてLTE+ eNB５に送信し、LTE+ eNB５がそれを5G UE１に送信してもよい。これに代えて
、5G specific eNB６は、New 5GセルにおけるCell-specific bearer mappingのための設
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定情報を含むRRC Connection Reconfigurationメッセージを5G UE１に送信してもよい。
これらの場合、5G specific eNB６は、New 5Gセルを管理する（つまり、RRC設定を行う）
ためのRRCレイヤを有してもよい。
【００４９】
　図８は、New 5GセルにおけるCell-specific bearer mappingのための設定情報の送信動
作の一例を示している。図８の例では、Dual Connectivity (DC)におけるeNB間の情報交
換に用いるX2AP messageおよびRRC IEが再利用される。図８に示されたOption 1において
、ステップ８０１では、LTE+ eNB５は、DCに必要なDC設定情報（SCG-ConfigInfo）を、SE
NB ADDITION REQUEST messageを用いて5G specific eNB６に送信する。ステップ８０２で
は、5G specific eNB５は、5GセルにおけるCell-specific bearer mappingのための設定
情報（Cell-specific bearer mapping for 5G cell）を含むSENB ADDITION REQUEST ACKN
OWLEDGE messageをLTE+ eNB５に送信する。そして、ステップ８０３では、LTE+ eNB５は
、当該設定情報を含むRRC Connection Reconfiguration messageを5G UE１に送信する。
【００５０】
　一方、図８に示されたOption 2において、ステップ８１１では、LTE+ eNB５は、DCに必
要なDC設定情報（SCG-ConfigInfo）を、SENB MODIFICATION REQUEST messageを用いて5G 
specific eNB６に送信する。ステップ８１２では、5G specific eNB６は、SENB MODIFICA
TION REQUEST ACKNOWLEDGE messageをLTE+ eNB５に送信する。そして、ステップ８１３で
は、5G specific eNB６は、5GセルにおけるCell-specific bearer mappingのための設定
情報（Cell-specific bearer mapping for 5G cell）を含むRRC Connection Reconfigura
tion messageを5G UE１に送信する。なお、ステップ８１２では、5G specific eNB６は、
5GセルにおけるCell-specific bearer mappingのための設定情報（Cell-specific bearer
 mapping for 5G cell）をLTE+ eNB４に送信してもよい。ここで、図８の例では、Option
 1および2において、SENB ADDITION REQUEST procedureおよびSENB MODIFICATION proced
ureを例として説明したが、各Optionはいずれのprocedureを用いてもよいし、他のproced
ure（e.g., SeNB Change, Inter-MeNB handover）および他のメッセージ（e.g., SENB MO
DIFICATION REQUIRED）を用いてもよい。例えば、ここでの他のprocedureがSeNB Change
である場合、5G UE１は、Target 5G specific eNB（不図示）とのRandom Access Procedu
reを、5GセルにおけるCell-specific bearer mappingのための設定情報（Cell-specific 
bearer mapping for 5G cell）が指定する特定のセルで行うよう動作してもよい。
【００５１】
　一例において、当該設定情報は、UL無線ベアラに関するベアラ設定を含んでもよい。こ
の場合、ベアラ設定は、当該UL無線ベアラのデータの送信が5G UE１に許可される特定の
セルの指定を含む。当該ベアラ設定は、アップリンクのみ、ダウンリンクのみ、又はアッ
プリンク及びダウンリンクの両方が対象であることを示してもよい。
【００５２】
　続いて以下では、UL無線ベアラと当該UL無線ベアラのデータが送信されるセルとの関係
（マッピング）を5G UE１に設定するための方法の具体例が説明される。図９は、UL送信
に使用される特定のセルを5G UE１に指示するためにintegrated eNB２、LTE+ eNB５、又
は5G specific eNB６によって使用される情報要素（information element（IE））の一例
を示している。具体的には、図９は、RRC Connection Reconfigurationメッセージ内のdr
b-toAddModList IEの改良を示している。drb-toAddModList IEは、5G UE１に追加又は修
正されるデータ無線ベアラのリストを含む。図９に示された“applicable-ServCellList
”（９０１）は、追加又は修正される各DRBに関して、5G UEがそのDRBのデータを送信す
ることが許可されるサービングセルのリストを示す。“applicable-ServCellList”（９
０１）は、“applicable-ServCellList”IE（９０２）に示されているように、１又は複
数のサービングセル識別子（ServCellIndex（９０３））を含む。さらに、“applicable-
ServCellList”IE（９０２）は、対象となるベアラ方向（i.e., アップリンクのみ、ダウ
ンリンクのみ、又はアップリンク及びダウンリンクの両方）を示す情報要素（drb-direct
ion（９０４））を含んでもよい。
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【００５３】
　他の例において、当該設定情報は、少なくとも１つのサービングセルに関するセル設定
を含んでもよい。この場合、セル設定は、各サービビングセルにおいて各UL無線ベアラの
データの送信が5G UE１に許可されるか否かを示す。当該セル設定は、アップリンクのみ
、ダウンリンクのみ、又はアップリンク及びダウンリンクの両方が対象であることを示し
てもよい。さらに、少なくともダウンリンク送信に使用される無線ベアラであるDL無線ベ
アラのデータ受信が5G UE１に許可されるセルは、UL無線ベアラのデータ送信が許可され
るセルと同一でもよいし異なってもよい。
【００５４】
　図１０は、UL送信に使用される特定のセルを5G UE１に指示するためにintegrated eNB
２、LTE+ eNB５、又は5G specific eNB６によって使用される情報要素（information ele
ment（IE））の一例を示している。具体的には、図１０は、RRC Connection Reconfigura
tionメッセージ内のSCellToAddModList IEの改良を示している。SCellToAddModList IEは
、5G UE１に追加又は修正されるセカンダリセル（SCell(s)）のリストを含む。図１０に
示された“available-drbList”（１００１）は、追加又は修正される各セカンダリセル
に関して、5G UEが当該セルで送信してもよいDRBのリストを示す。“available-drbList
”（１００１）は、“available-drbList”IE（１００２）に示されているように、１又
は複数のDRB識別子（DRB-Identity（１００４））を含む。さらに、“available-drbList
”IE（１００１）は、対象となるベアラ方向（i.e., アップリンクのみ、ダウンリンクの
み、又はアップリンク及びダウンリンクの両方）を示す情報要素（drb-direction（１０
０５））を含んでもよい。ベアラ方向を示す情報要素は、当該ベアラにRLC AM modeが適
用される場合のみに設定されてもよい。また、“available-drbList”IE（１００１）は
、Evolved Packet System（EPS）ベアラ識別子（eps-BearerIdentity（１００３））を含
んでもよい。
【００５５】
　なお、5GCellToAddModList IEがCellToAddModList IEとは別に規定されてもよい。5GCe
llToAddModList IEは、5G UE１に追加又は修正される5Gセル（5G Cell(s)）のリストを示
す。この場合、“available-drbList”（１００１）は、SCellToAddModList IE の代わり
に5GCellToAddModList IEに含まれてもよい。5GCellToAddModList IEは、SCellToAddModL
ist IEと共に、又はSCellToAddModList IEに代えてRRCメッセージ（e.g., RRC Connectio
n Reconfigurationメッセージ、RRC Connection Setupメッセージ）で送信されてもよい
。
【００５６】
　図９及び図１０を用いて説明された上述の例のように、UL無線ベアラと当該UL無線ベア
ラのデータが送信されるセルとの関係（マッピング）をUE１に設定するためにRRC設定を
利用することは、例えば以下の利点がある。複数のUL無線ベアラがそれぞれ異なる特定の
セルの組み合せにマッピングされる場合に、RRC設定は、図９及び図１０の例のように、
当該マッピングを容易に指定することができる。例えばUL無線ベアラAがセルa及びセルb
にマッピングされ、UL無線ベアラBがセルb及びセルcにマッピングされる場合、RRC設定は
、図９及び図１０の例に従ってこれらのマッピングを指定できる。
【００５７】
　次に、5G UE１の動作の具体例を説明する。integrated eNB２、LTE+ eNB５、又は5G sp
ecific eNB６の指示に応答して、5G UE１は、各UL無線ベアラの送信に使用されるセルを
制限する。具体的には、5G UE１の統合されたRRCレイヤ４０１は、integrated eNB２、LT
E+ eNB５、又は5G specific eNB６からの指示に従って各UL無線ベアラの送信に使用され
るセルを指定するために、統合されたPDCPレイヤ６０２（４０２）、LTE MACレイヤ６０
４（４０４）、及びNew MACレイヤ６０７（４０７）を制御する。
【００５８】
　統合されたPDCPレイヤ６０２に対する制御は、統合された無線ベアラ（integrated bea
rer）に関するUL PDCP PDUsをLTE RLCレイヤ６０３とNew RLCレイヤ６０６のどちらに送
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るかを、統合された無線ベアラのためのPDCPエンティティ６０２３に指示することを含む
。PDCPエンティティ６０２３は、統合されたRRCレイヤ６０１の指示に従って統合された
無線ベアラのUL PDCP PDUsをLTE用のRLCエンティティ６０３２又はNew 5G用のRLCエンテ
ィティ６０６２にルーティングする。
【００５９】
　各MACレイヤに対する制御は、（１つの無線ベアラに対応付けられる）各RLCエンティテ
ィからのRLC PDUsをどのセルへのULトランスポートブロックに多重するかべきかを、各MA
Cエンティティに指示することを含む。例えば、LTE用のMACエンティティ６０４１は、DRB
 #1のデータがLTEセル２１（Cell #1）で送信されるとの指示を統合されたRRCレイヤ４０
１から受信したことに応答して、RLCエンティティ６０３１からのRLC PDUsをLTEセル２１
（Cell #1）に対応する物理レイヤに送られるULトランスポートブロックに多重するよう
動作し、LTEセル２２（Cell #2）に対応する物理レイヤに送られるULトランスポートブロ
ックに多重しないよう動作する。同様に、LTE用のMACエンティティ６０４１は、DRB #3（
integrated bearer）のデータがLTEセル２２（Cell #2）で送信されるとの指示を受信し
たことに応答して、RLCエンティティ６０３２からのRLC PDUsをLTEセル２２（Cell #2）
に対応する物理レイヤに送られるULトランスポートブロックに多重するよう動作する。
【００６０】
　以上の説明から理解されるように、本実施形態では、integrated eNB２は、5G UE１が
各UL無線ベアラのデータを送信するために使用するべき少なくとも１つの特定のセルをセ
ル単位で指定する設定情報を、5G UE１に送信するよう構成されている。言い換えると、i
ntegrated eNB２は、UL無線ベアラのデータの送信が有効であるか否か（許可されるか否
か）を、5G UE１に設定され且つアクティブ化されたセル毎に指定する。さらに、5G UE１
は、integrated eNB２から受信した当該設定情報に従って、各UL無線ベアラのデータ（ア
ップリンクPDCP PDUs）の送信を、integrated eNB２によって指定された特定のセルを介
して行うよう構成されている。これにより、LTE RAT及びNew 5G RATの密接なインターワ
ーキングを提供する5G無線アーキテクチャにおいて、5G UE１がUL送信を行うべき特定の
セルをintegrated eNB２が5G UE１に指示することが可能になる。
【００６１】
　例えば、integrated eNB２は、N個のLTEセルとM個のNew 5Gセルを5G UE１にサービング
セルとして設定する。ここで、N及びMは、２以上の整数である。この場合、integrated e
NB２は、n個のLTEセルとm個のNew 5Gセルを、UL無線ベアラのデータを送信するために使
用することが許可される特定のセルとして選択してもよい。ここで、nはNより小さい正の
整数であり、mはMより小さい正の整数である。
【００６２】
　non co-located配置が使用される場合、LTE+ eNB５又は5G specific eNB６が、UL無線
ベアラのデータを素心するための少なくとも１つの特定のセルをセル単位で指定する設定
情報を5G UE１に送信する。5G UE１は、LTE+ eNB５又は5G specific eNB６から受信した
当該設定情報に従って、指定された特定のセルを介して各UL無線ベアラのデータ（アップ
リンクPDCP PDUs）を送信する。これにより、LTE RAT及びNew 5G RATの密接なインターワ
ーキングを提供する5G無線アーキテクチャにおいて、5G UE１がUL送信を行うべき特定の
セルをLTE+ eNB５又は5G specific eNB６が5G UE１に指示することが可能になる。
【００６３】
　なお、ここでは、主にUL無線ベアラに関して説明した。しかしながら、いくつかの実装
において、integrated eNB２、LTE+ eNB５、又は5G specific eNB６は、5G UE１がダウン
リンク（DL）無線ベアラのデータを受信するために使用することが許可される少なくとも
１つの特定のセルをセル単位で指定する設定情報を、5G UE１に送信してもよい。5G UE１
は、integrated eNB２、LTE+ eNB５、又は5G specific eNB６から受信した当該設定情報
に従って、指定された特定のセルを介して各DL無線ベアラのデータ（DL PDCP PDUs）を受
信してもよい。なお、DL無線ベアラのデータ受信が5G UE１に許可されるセルは、UL無線
ベアラのデータ送信が許可されるセルと同一でもよいし異なってもよい。
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【００６４】
　本実施形態において、5G UE１は、Scheduling Request（SR）及びBuffer Status Repor
t（BSR）を以下のように送信してもよい。いくつかの実装において、5G UE１は、無線ベ
アラと当該無線ベアラのデータが送信されるセルとの関係（マッピング）に従って、SR及
びBSRが送信されるセルを決定してもよい。すなわち、5G UE１は、アップリンク無線ベア
ラ（つまり、少なくともアップリンク送信に使用される無線ベアラ）でのデータ送信のた
めの無線リソース割り当てをintegrated eNB２（又はLTE+ eNB５若しくは5G specific eN
B６）に要求する際に、当該アップリンク無線ベアラのマッピングに対応する特定のセル
においてSR及びBSRを送信してもよい。あるいは、5G UE１は、SR若しくはBSR又はこれら
両方を、当該アップリンク無線ベアラのマッピングに対応する特定のセルが属するセルグ
ループ（CG）内のいずれかのセルで送信してもよい。あるいは、5G UE１は、SR若しくはB
SR又はこれら両方を、5G UE１にULが設定されたセル（cell configured with UL）のいず
れかで送信してもよい。
【００６５】
　本実施形態において、5G UE１は、無線ベアラがマッピングされた（設定された）１又
は複数のセルのうち少なくとも１つ又は全てが解放される場合、自律的に当該マッピング
を無効にしてもよい。更に、fall back動作として、UE１は、無線ベアラのデータを（UL 
grantの受信に応答して）いずれのセルで送信するよう動作してもよい。同様に、integra
ted eNB２（又はLTE+ eNB５若しくは5G specific eNB６）は、当該マッピングを無効にし
、5G UE１の当該fall back動作に対応した受信動作を行ってもよい。このとき、integrat
ed eNB２（又はLTE+ eNB５若しくは5G specific eNB６）は、コアネットワーク（e.g., I
ntegrated EPC４１又は5G specific EPC４２）におけるベアラ設定の変更をトリガーする
メッセージを少なくとも１つのコアネットワーク・ノード（e.g., MME）へ送信してもよ
い。
【００６６】
＜第２の実施形態＞
　本実施形態に係る無線通信ネットワーク及び無線プロトコルスタックの例は、図１～図
６と同様である。本実施形態では、PDCPレイヤ６０２（４０２）内の各PDCPエンティティ
によって使用される一時鍵（e.g., KUPenc、KRRCin）を導出（derivation）するための鍵
KeNBの選択が説明される。これらの一時鍵は、例えば、ユーザ・プレーン（UP）トラッフ
ィク及びRRCトラフィックの暗号化（ciphering）及び解読（deciphering）のために各PDC
Pエンティティによって使用される。これらの一時鍵は、5G UE１及びintegrated eNB２（
又はLTE+ eNB５）によって鍵KeNBから導出される。
【００６７】
　いくつかの実装において、5G UE１及びintegrated eNB２（又はLTE+ eNB５）は、ある
ベアラ種別（bearer type）の無線ベアラのデータの暗号化／解読のために第１の鍵KeNB
を使用し、他のベアラ種別（bearer type）の無線ベアラのデータの暗号化／解読のため
に他の第２の鍵sub-KeNBを使用してもよい。第２の鍵sub-KeNBは、Dual Connectivity（D
C）でのSCG bearersのために使用される鍵S-KeNBと同様に、第１の鍵KeNBから導出されて
もよい。例えば、図１１に示されるように、5G UE１及びintegrated eNB２（又はLTE+ eN
B５）は、LTEベアラ（図６のDRB #1）及び統合されたベアラ（図６のDRB #3）のデータの
暗号化／解読のために第１の鍵KeNBを使用し、New 5Gベアラ（図６のDRB #2）のデータの
暗号化／解読のために第２の鍵sub-KeNBを使用してもよい。
【００６８】
　いくつかの実装において、5G UE１及びintegrated eNB２（又はLTE+ eNB５）は、無線
ベアラと当該無線ベアラのデータが送信されるセルとの関係（マッピング）に基づいて鍵
を選択してもよい。具体的には、図１２に示されるように、5G UE１及びintegrated eNB
２（又はLTE+ eNB５）は、LTE CGを介して送信される無線ベアラのデータの暗号化／解読
のために第１の鍵KeNBを使用し、New 5G CGを介して送信される無線ベアラのデータの暗
号化／解読のために第２の鍵sub-KeNBを使用してもよい。図１２の例では、統合されたベ
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アラのデータがLTE CGで送信される場合にその暗号化／解読のために第１の鍵KeNBが使用
され、統合されたベアラのデータがNew 5G CGで送信される場合にその暗号化／解読のた
めに第２の鍵sub-KeNBが使用される。
【００６９】
＜第３の実施形態＞
　本実施形態に係る無線通信ネットワーク及び無線プロトコルスタックの例は、図１～図
６と同様である。本実施形態では、統合されたUL無線ベアラ（図６のDRB #3）に関するUL
 PDCP PDUsの5G UE１による送信動作に関して説明される。
【００７０】
　図１３は、本実施形態に係る5G UE１（統合されたPDCPレイヤ６０２）の動作の一例（
処理１３００）を示すフローチャートである。ステップ１３０１では、5G UE１（統合さ
れたPDCPレイヤ６０２）は、統合されたUL無線ベアラのデータからUL PDCP PDUsを生成す
る。ステップ１３０２では、5G UE１（統合されたPDCPレイヤ６０２）は、UL PDCP PDUs
の送信をLTE プロトコルスタック（e.g., LTE RLCレイヤ６０３及びLTE MACレイヤ６０４
）とNew 5Gプロトコルスタック（e.g., New RLCレイヤ６０６及びNew MACレイヤ６０７）
のどちらを介して行うかを、LTEセルとNew 5Gセルの間の時間領域の特性の違いを考慮し
て決定する。時間領域の特性は、例えば、TTI長、サブフレーム長、及びULグラント（gra
nt）の受信からUL送信までの遅延時間のうち少なくとも１つを含む。
【００７１】
　例えば、New 5GセルのTTI長、サブフレーム長、及び当該遅延時間の少なくとも１つがL
TEセルのそれよりも短い場合、5G UE１は、New 5Gセルを優先的に使用してもよい。これ
は、送信するデータ（e.g., UL PDCP PDU）のサイズが小さい場合に、特に有効である。
それに代えて、LTEセルのTTI長及びサブフレーム長の少なくとも１つがNew 5Gセルのそれ
よりも長い場合、5G UE１は、LTEセルを優先的に使用してもよい。これは、例えば送信す
るデータのサイズが大きい場合に有効となりうる。
【００７２】
　さらに又はこれに代えて、時間領域の特性は、LTEのセルとNew 5Gセルとの間のサブフ
レーム構成又はフレーム構成の違いを含んでもよい。例えば、New 5Gセルのサブフレーム
に関しては、該サブフレームの中に、アップリンク（又はダウンリンク）物理制御チャネ
ル（e.g., PUCCH or PDCCH）、ダウンリンク（又はアップリンク）物理制御チャネル、及
びアップリンク（又はダウンリンク）物理データチャネル（e.g., PUSCH or PDSCH）、の
少なくとも複数が（例えば、これらの順に）時間多重されてもよい。このとき、New 5Gセ
ルでは、上述のULグラント（grant）の受信からUL送信までの遅延時間が短くなることが
期待される。
【００７３】
　さらに、New 5Gセル間でも特性が異なっていてもよい。例えば、5G UE１は、CA又はDC
の設定が行われ、複数のセルがActivated状態である場合に、互いに異なる特性を持つ複
数のNew 5Gセルを使用できる。この場合、5G UE１は、それら複数のNew 5Gセル間での時
間領域での特性を考慮して、データ（e.g., UL PDCP PDU）を送信するセルを決定しても
よい。New 5Gセル間の特性の違いは、例えばサブフレーム構成、又はNumerology（e.g., 
サブキャリア間隔、サンプリング・レート）が異なることによるTTI長の違いでもよい。
あるいは、アップリンクのデータ送信までの遅延を削減する手法（e.g., Semi-Persisten
t Scheduling, Contention-based PUSCH transmission）が、当該New 5Gセルにおいて適
用されているか否か（つまり5G UE１に設定されているか否か）でもよい。
【００７４】
　第１の例では、未送信のULデータの量（合計）が考慮される。5G UE１は、未送信のUL
データ（UL PDCP PDUs又はSDUs）の量（合計）がintegrated eNB２（又はLTE+ eNB５）に
より指定された第１の閾値を下回るとき、当該ULデータをNew 5Gセルで送信してもよい。
すなわち、5G UE１の統合されたPDCPレイヤ６０２（PDCPエンティティ６０２３）は、UL 
PDCP PDUsをNew RLCレイヤ６０６（RLCエンティティ６０６２）を介してNew MACレイヤ６
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０７（MACエンティティ６０７１）に送信する。
【００７５】
　さらに又はこれに代えて、5G UE１は、未送信のULデータ（UL PDCP PDUs又はSDUs）の
量（合計）がintegrated eNB２（又はLTE+ eNB５）により指定された第２の閾値を超える
とき、当該ULデータをLTEセルで送信してもよい。すなわち、5G UE１の統合されたPDCPレ
イヤ６０２（PDCPエンティティ６０２３）は、UL PDCP PDUsをLTE RLCレイヤ６０３（RLC
エンティティ６０３２）を介してLTE MACレイヤ６０４（MACエンティティ６０４１）に送
信する。
【００７６】
　第１の閾値は、第２の閾値と同じでもよい。あるいは、第１の閾値は、第２の閾値より
小さくてもよい。この場合、5G UE１は、未送信のULデータの量（合計）が第１の閾値よ
り大きく且つ第２の閾値より小さいとき、UL grantを受信したいずれかのセルで当該ULデ
ータを適宜送信してもよい。
【００７７】
　第２の例では、未送信のULデータのパケットサイズ（パケット毎）が考慮される。パケ
ットサイズは、例えば、PDCP SDUの大きさ、PDCP PDUの大きさ、またはIPパケットの大き
さ、のいずれでもよい。また、未送信のULデータは、UL PDCPバッファ内にあるPDCP SNが
割り当てられたULデータでもよいし、更にPDCP SNが割り当てられていないULデータを含
んでいてもよい。5G UE１は、未送信のULデータ（UL PDCP SDUs）のパケットサイズがint
egrated eNB２（又はLTE+ eNB５）により指定された第３の閾値を下回るとき、当該ULデ
ータをNew 5Gセルで送信してもよい。すなわち、5G UE１の統合されたPDCPレイヤ６０２
（PDCPエンティティ６０２３）は、UL PDCP PDUsをNew RLCレイヤ６０６（RLCエンティテ
ィ６０６２）を介してNew MACレイヤ６０７（MACエンティティ６０７１）に送信する。
【００７８】
　さらに又はこれに代えて、5G UE１は、未送信のULデータ（UL PDCP SDUs）のパケット
サイズがintegrated eNB２（又はLTE+ eNB５）により指定された第４の閾値を超えるとき
、当該ULデータをLTEセルで送信してもよい。すなわち、5G UE１の統合されたPDCPレイヤ
６０２（PDCPエンティティ６０２３）は、UL PDCP PDUsをLTE RLCレイヤ６０３（RLCエン
ティティ６０３２）を介してLTE MACレイヤ６０４（MACエンティティ６０４１）に送信す
る。
【００７９】
　第３の閾値は、第４の閾値と同じでもよい。あるいは、第３の閾値は、第４の閾値より
小さくてもよい。この場合、5G UE１は、未送信のULデータのパケットサイズが第３の閾
値より大きく且つ第４の閾値より小さいとき、UL grantを受信したいずれかのセルで当該
ULデータを適宜送信してもよい。
【００８０】
　第３の例では、5G RATのTTIとLTE RATのTTIの違いが考慮される。一例として、5G RAT
のTTIがLTE RATのTTI（i.e, 1 ms）よりも短い場合を想定する（e.g., 0.2 ms TTI）。こ
の場合、5G UE１は、統合されたUL無線ベアラに関するPDCP PDUsを送信する際に、New 5G
 RATをLTE RATよりも優先的に使用してもよい。いくつかの実装において、5G UE１の統合
されたPDCPレイヤ６０２（PDCPエンティティ６０２３）は、LTEセルとNew 5Gセルの両方
で実質的に同じタイミングでUL grantを受信したことに応答して、まずNew 5GセルでのUL
 grantに従ってUL PDCP PDUsをNew RLCレイヤ６０６（RLCエンティティ６０６２）を介し
てNew MACレイヤ６０７（MACエンティティ６０７１）に送信する。未送信UL PDCP PDUsが
ある場合、5G UE１の統合されたPDCPレイヤ６０２（PDCPエンティティ６０２３）は、さ
らに、LTEセルでのUL grantに従ってUL PDCP PDUsをLTE RLCレイヤ６０３（RLCエンティ
ティ６０３２）を介してLTE MACレイヤ６０４（MACエンティティ６０４１）に送信する。
【００８１】
　これに代えて、5G UE１は、統合されたUL無線ベアラに関するPDCP PDUsを送信する際に
、LTE RATをNew 5G RATよりも優先的に使用してもよい。また、5G UE１は、Dedicated Sc
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heduling Request（D-SR）の送信及びSRBの送信に関して、上述のUL PDCP PDUsの送信と
同様の処理を行ってもよい。
【００８２】
　なお、LTEセル及びNew 5Gセルの両方での実質的に同じタイミングでのUL grantの受信
は、同じサブフレーム（又はTTI）でのUL grantsの受信であってもよい。これに代えて、
実質的に同じタイミングでのUL grantの受信は、PDCPレイヤ６０２がLTE及びNew 5Gの２
つの下位レイヤのそれぞれからUL grantの受信を同じサブフレーム（又はTTI）で通知さ
れたことにより判定されてもよい。これに代えて、実質的に同じタイミングでのUL grant
の受信は、PDCPレイヤ６０２が同じサブフレーム（又は時刻）においてULデータを送信可
能であることにより判定されてもよい。
【００８３】
　続いて以下では、上述の複数の実施形態に係る5G UE１、並びにintegrated eNB２、LTE
+ eNB５、及び5G specific eNB６の構成例について説明する。図１４は、5G UE１の構成
例を示すブロック図である。LTEトランシーバ１４０１は、integrated eNB２（又はLTE+ 
eNB５）と通信するために、LTE RATのPHYレイヤに関するアナログRF信号処理を行う。LTE
トランシーバ１４０１により行われるアナログRF信号処理は、周波数アップコンバージョ
ン、周波数ダウンコンバージョン、及び増幅を含む。LTEトランシーバ１４０１は、アン
テナ１４０２及びベースバンドプロセッサ１４０５と結合される。すなわち、LTEトラン
シーバ１４０１は、変調シンボルデータ（又はOFDMシンボルデータ）をベースバンドプロ
セッサ１４０５から受信し、送信RF信号を生成し、送信RF信号をアンテナ１４０２に供給
する。また、LTEトランシーバ１４０１は、アンテナ１４０２によって受信された受信RF
信号に基づいてベースバンド受信信号を生成し、これをベースバンドプロセッサ１４０５
に供給する。
【００８４】
　New 5Gトランシーバ１４０３は、integrated eNB２（又は5G specific eNB６）と通信
するために、New 5G RATのPHYレイヤに関するアナログRF信号処理を行う。New 5Gトラン
シーバ１４０３は、アンテナ１４０４及びベースバンドプロセッサ１４０５と結合される
。
【００８５】
　ベースバンドプロセッサ１４０５は、無線通信のためのデジタルベースバンド信号処理
（データプレーン処理）とコントロール・プレーン処理を行う。デジタルベースバンド信
号処理は、(a) データ圧縮／復元、(b) データのセグメンテーション／コンカテネーショ
ン、(c) 伝送フォーマット（伝送フレーム）の生成／分解、(d) 伝送路符号化／復号化、
(e) 変調（シンボルマッピング）／復調、及び(f) Inverse Fast Fourier Transform（IF
FT）によるOFDMシンボルデータ（ベースバンドOFDM信号）の生成などを含む。一方、コン
トロール・プレーン処理は、レイヤ１（e.g., 送信電力制御）、レイヤ２（e.g., 無線リ
ソース管理、及びhybrid automatic repeat request（HARQ）処理）、及びレイヤ３（e.g
., アタッチ、モビリティ、及びパケット通信に関するシグナリング）の通信管理を含む
。
【００８６】
　例えば、LTEおよびLTE-Advancedの場合、ベースバンドプロセッサ１４０５によるデジ
タルベースバンド信号処理は、Packet Data Convergence Protocol（PDCP）レイヤ、Radi
o Link Control（RLC）レイヤ、MACレイヤ、およびPHYレイヤの信号処理を含んでもよい
。また、ベースバンドプロセッサ１４０５によるコントロール・プレーン処理は、Non-Ac
cess Stratum（NAS）プロトコル、RRCプロトコル、及びMAC CEの処理を含んでもよい。
【００８７】
　ベースバンドプロセッサ１４０５は、デジタルベースバンド信号処理を行うモデム・プ
ロセッサ（e.g., Digital Signal Processor（DSP））とコントロール・プレーン処理を
行うプロトコルスタック・プロセッサ（e.g., Central Processing Unit（CPU）、又はMi
cro Processing Unit（MPU））を含んでもよい。この場合、コントロール・プレーン処理
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を行うプロトコルスタック・プロセッサは、後述するアプリケーションプロセッサ１４０
６と共通化されてもよい。
【００８８】
　アプリケーションプロセッサ１４０６は、CPU、MPU、マイクロプロセッサ、又はプロセ
ッサコアとも呼ばれる。アプリケーションプロセッサ１４０６は、複数のプロセッサ（複
数のプロセッサコア）を含んでもよい。アプリケーションプロセッサ１４０６は、メモリ
１４０８又は図示されていないメモリから読み出されたシステムソフトウェアプログラム
（Operating System（OS））及び様々なアプリケーションプログラム（例えば、メータリ
ングデータ又はセンシングデータを取得する通信アプリケーション）を実行することによ
って、5G UE１の各種機能を実現する。
【００８９】
　いくつかの実装において、図１４に破線（１４０７）で示されているように、ベースバ
ンドプロセッサ１４０５及びアプリケーションプロセッサ１４０６は、１つのチップ上に
集積されてもよい。言い換えると、ベースバンドプロセッサ１４０５及びアプリケーショ
ンプロセッサ１４０６は、１つのSystem on Chip（SoC）デバイス１４０７として実装さ
れてもよい。SoCデバイスは、システムLarge Scale Integration（LSI）またはチップセ
ットと呼ばれることもある。
【００９０】
　メモリ１４０８は、揮発性メモリ若しくは不揮発性メモリ又はこれらの組合せである。
メモリ１４０８は、物理的に独立した複数のメモリデバイスを含んでもよい。揮発性メモ
リは、例えば、Static Random Access Memory（SRAM）若しくはDynamic RAM（DRAM）又は
これらの組み合わせである。不揮発性メモリは、マスクRead Only Memory（MROM）、Elec
trically Erasable Programmable ROM（EEPROM）、フラッシュメモリ、若しくはハードデ
ィスクドライブ、又はこれらの任意の組合せである。例えば、メモリ１４０８は、ベース
バンドプロセッサ１４０５、アプリケーションプロセッサ１４０６、及びSoC１４０７か
らアクセス可能な外部メモリデバイスを含んでもよい。メモリ１４０８は、ベースバンド
プロセッサ１４０５内、アプリケーションプロセッサ１４０６内、又はSoC１４０７内に
集積された内蔵メモリデバイスを含んでもよい。さらに、メモリ１４０８は、Universal 
Integrated Circuit Card（UICC）内のメモリを含んでもよい。
【００９１】
　メモリ１４０８は、上述の複数の実施形態で説明された5G UE１による処理を行うため
の命令群およびデータを含む１又は複数のソフトウェアモジュール（コンピュータプログ
ラム）１４０９を格納してもよい。いくつかの実装において、ベースバンドプロセッサ１
４０５又はアプリケーションプロセッサ１４０６は、当該ソフトウェアモジュール１４０
９をメモリ１４０８から読み出して実行することで、上述の実施形態で説明された5G UE
１の処理を行うよう構成されてもよい。
【００９２】
　図１５は、上述の実施形態に係るintegrated eNB２の構成例を示すブロック図である。
図１５を参照すると、eNB２は、LTEトランシーバ１５０１、New 5Gトランシーバ１５０３
、ネットワークインターフェース１５０５、プロセッサ１５０６、及びメモリ１５０７を
含む。LTEトランシーバ１５０１は、LTEセルを介して5G UE１と通信するために、LTE RAT
のPHYレイヤに関するアナログRF信号処理を行う。LTEトランシーバ１５０１は、複数のト
ランシーバを含んでもよい。LTEトランシーバ１５０１は、アンテナ１５０２及びプロセ
ッサ１５０６と結合される。
【００９３】
　New 5Gトランシーバ１５０３は、New 5Gセルを介して5G UE１と通信するために、New 5
G RATのPHYレイヤに関するアナログRF信号処理を行う。New 5Gトランシーバ１５０３は、
アンテナ１５０４及びベースバンドプロセッサ１５０６と結合される。
【００９４】
　ネットワークインターフェース１５０５は、integrated EPC４１又は5G specific EPC
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４２内ネットワークノード（e.g., Mobility Management Entity (MME)およびServing Ga
teway (S-GW)）、及び他のeNBsと通信するために使用される。ネットワークインターフェ
ース１５０５は、例えば、IEEE 802.3 seriesに準拠したネットワークインターフェース
カード（NIC）を含んでもよい。
【００９５】
　プロセッサ１５０６は、無線通信のためのデジタルベースバンド信号処理（データプレ
ーン処理）とコントロール・プレーン処理を行う。例えば、LTEおよびLTE-Advancedの場
合、プロセッサ１５０６によるデジタルベースバンド信号処理は、PDCPレイヤ、RLCレイ
ヤ、MACレイヤ、およびPHYレイヤの信号処理を含んでもよい。また、プロセッサ１５０６
によるコントロール・プレーン処理は、S1プロトコル、RRCプロトコル、及びMAC CEの処
理を含んでもよい。
【００９６】
　プロセッサ１５０６は、複数のプロセッサを含んでもよい。例えば、プロセッサ１５０
６は、デジタルベースバンド信号処理を行うモデム・プロセッサ（e.g., DSP）とコント
ロール・プレーン処理を行うプロトコルスタック・プロセッサ（e.g., CPU又はMPU）を含
んでもよい。
【００９７】
　メモリ１５０７は、揮発性メモリ及び不揮発性メモリの組み合わせによって構成される
。揮発性メモリは、例えば、SRAM若しくはDRAM又はこれらの組み合わせである。不揮発性
メモリは、例えば、MROM、PROM、フラッシュメモリ、若しくはハードディスクドライブ、
又はこれらの組合せである。メモリ１５０７は、プロセッサ１５０６から離れて配置され
たストレージを含んでもよい。この場合、プロセッサ１５０６は、ネットワークインター
フェース１５０５又は図示されていないI/Oインタフェースを介してメモリ１５０７にア
クセスしてもよい。
【００９８】
　メモリ１５０７は、上述の複数の実施形態で説明されたintegrated eNB２による処理を
行うための命令群およびデータを含むソフトウェアモジュール（コンピュータプログラム
）１５０８を格納してもよい。いくつかの実装において、プロセッサ１５０６は、当該ソ
フトウェアモジュール１５０８をメモリ１５０７から読み出して実行することで、上述の
実施形態で説明されたintegrated eNB２の処理を行うよう構成されてもよい。
【００９９】
　LTE+ eNB５及び5G specific eNB６の各構成は、図１５に示されたintegrated eNB２の
構成と同様であってもよい。ただし、LTE+ eNB５はNew 5Gトランシーバ１５０３を備える
必要はなく、5G specific eNB６はLTEトランシーバ１５０１を備える必要はない。
【０１００】
　図１４及び図１５を用いて説明したように、上述の実施形態に係る5G UE１、並びにint
egrated eNB２、LTE+ eNB５、及び5G specific eNB６が有するプロセッサの各々は、図面
を用いて説明されたアルゴリズムをコンピュータに行わせるための命令群を含む１又は複
数のプログラムを実行する。このプログラムは、様々なタイプの非一時的なコンピュータ
可読媒体（non-transitory computer readable medium）を用いて格納され、コンピュー
タに供給することができる。非一時的なコンピュータ可読媒体は、様々なタイプの実体の
ある記録媒体（tangible storage medium）を含む。非一時的なコンピュータ可読媒体の
例は、磁気記録媒体（例えばフレキシブルディスク、磁気テープ、ハードディスクドライ
ブ）、光磁気記録媒体（例えば光磁気ディスク）、Compact Disc Read Only Memory（CD-
ROM）、CD-R、CD-R/W、半導体メモリ（例えば、マスクROM、Programmable ROM（PROM）、
Erasable PROM（EPROM）、フラッシュROM、Random Access Memory（RAM））を含む。また
、プログラムは、様々なタイプの一時的なコンピュータ可読媒体（transitory computer 
readable medium）によってコンピュータに供給されてもよい。一時的なコンピュータ可
読媒体の例は、電気信号、光信号、及び電磁波を含む。一時的なコンピュータ可読媒体は
、電線及び光ファイバ等の有線通信路、又は無線通信路を介して、プログラムをコンピュ
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ータに供給できる。
【０１０１】
＜その他の実施形態＞
　上述の実施形態は、各々独立に実施されてもよいし、適宜組み合わせて実施されてもよ
い。
【０１０２】
　上述の実施形態で説明された基地局、Integrated eNB２、LTE+ eNB５、5G specific eN
B６、BBU（又はDU）、及びRRH（又はRU）は、無線局又は無線アクセスネットワーク（RAN
）ノードと呼ぶことができる。言い換えると、上述の実施形態で説明された基地局、Inte
grated eNB２、LTE+ eNB５、5G specific eNB６、BBU（DU）、又はRRH（RU）によって行
われる処理及び動作は、任意の１又は複数の無線局（RANノード）によって提供されても
よい。
【０１０３】
　上述のいくつかの実施形態では、無線局（e.g., Integrated eNB２、LTE+ eNB５、5G s
pecific eNB６）が、UE１の無線ベアラを、セル単位又は複数セル単位で、１又は複数の
特定のセルにマッピングする例を示した。一例において、無線ベアラは、上り制御情報（
UCI）を送信するセルグループ単位（PUCCH CG）、又は上りリンクの送信タイミングに関
するセルグループ単位（TAG）で複数の特定のセルにマッピングされてもよい。
【０１０４】
　さらに又はこれに代えて、無線局（e.g., Integrated eNB２、LTE+ eNB５、5G specifi
c eNB６）は、１つの無線ベアラで送信される各データパケット・フロー（e.g., IP flow
, Serivce Data Flow (SDF)）がマッピングされる特定のセルをセル単位で決定してもよ
い。これを実現するために、コアネットワーク（e.g., P-GW, S-GW）は、無線局（e.g., 
Integrated eNB２、LTE+ eNB５、5G specific eNB６）へ送信されるユーザ・プレーン・
データに当該データパケット・フローを特定するための識別情報（フロー識別情報）を付
与してもよい。無線局は、当該フロー識別情報に基づいて、当該データパケット・フロー
を特定のセルにセル単位でマッピングしてもよい。言い換えると、無線局は、当該フロー
識別情報に基づいて、当該データパケット・フローのデータが送信される特定のセルをセ
ル単位で選択してもよい。同様に、5G UE１のaccess stratum（AS）レイヤは、アプリケ
ーション・レイヤまたはNASレイヤからフロー識別情報を付与されたユーザ・プレーン・
データを受け取り、当該フロー識別情報に基づいて、当該データパケット・フローを特定
のセルにセル単位でマッピングしてもよい。言い換えると、UE１のASレイヤは、当該フロ
ー識別情報に基づいて、当該データパケット・フローのデータが送信される特定のセルを
セル単位で選択してもよい。フロー識別情報は、新たに規定されてもよい。あるいは、Fl
ow Priority Indicator（FPI）がフロー識別情報として使用されてもよい。FPIは、同一
ベアラ（e.g., EPS-bearer）内の複数のデータパケット・フロー間の優先度を示す。
【０１０５】
　さらに、上述した実施形態は本件発明者により得られた技術思想の適用に関する例に過
ぎない。すなわち、当該技術思想は、上述した実施形態のみに限定されるものではなく、
種々の変更が可能であることは勿論である。
【０１０６】
　例えば、上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載され得るが、以
下には限られない。
【０１０７】
（付記１）
　１又は複数の無線局を備え、
　前記１又は複数の無線局は、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するための
第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２の
セルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
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２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供するよう構成され、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルを、前記１又は複数
の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの中からセル単位で選択するよう構成され
、
　前記少なくとも１つの特定のセルを示す設定情報を前記無線端末に送信するよう構成さ
れている、
無線局システム。
【０１０８】
（付記２）
　前記設定情報は、前記無線ベアラに関するベアラ設定を含み、
　前記ベアラ設定は、前記無線ベアラ上でのデータの送信が前記無線端末に許可される前
記少なくとも１つの特定のセルのセル単位での指定を含む、
付記１に記載の無線局システム。
【０１０９】
（付記３）
　前記設定情報は、少なくとも１つのサービングセルに関するセル設定を含み、
　前記セル設定は、各サービビングセルにおいて前記無線ベアラ上でのデータの送信が前
記無線端末に許可されるか否かを示す、
付記１に記載の無線局システム。
【０１１０】
（付記４）
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックの各々は、前記共通のPDCPレイヤにサービ
スを提供するRadio Link Control（RLC）レイヤ、及び前記RLCレイヤにサービスを提供す
るMedium Access Control（MAC）レイヤを含む、
付記１～３のいずれか１項に記載の無線局システム。
【０１１１】
（付記５）
　前記１又は複数の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルは、前記無線端末に設定
され且つアクティブ化されたセルである、
付記１～４のいずれか１項に記載の無線局システム。
【０１１２】
（付記６）
　前記共通のPDCPレイヤは、
　前記第１の無線プロトコルスタックを使用する第１の無線ベアラ、前記第２の無線プロ
トコルスタックを使用する第２の無線ベアラを提供するよう構成され、
　前記第１の無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を第１の鍵から導出し
、前記第２の無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を前記第１の鍵とは異
なる第２の鍵から導出するよう構成されている、
付記１～５のいずれか１項に記載の無線局システム。
【０１１３】
（付記７）
　前記共通のPDCPレイヤは、
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合された無線ベアラを提
供するよう構成され、
　前記統合された無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を前記第１の鍵か
ら導出するよう構成されている、
付記６に記載の無線局システム。
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【０１１４】
（付記８）
　前記共通のPDCPレイヤは、
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合されたベアラを提供す
るよう構成され、
　前記第１の無線プロトコルスタックを介して転送される前記統合された無線ベアラのデ
ータの暗号化又は解読のための一時鍵を前記第１の鍵から導出し、前記第２の無線プロト
コルスタックを介して転送される前記統合された無線ベアラのデータの暗号化又は解読の
ための一時鍵を前記第２の鍵から導出するよう構成されている、
付記６に記載の無線局システム。
【０１１５】
（付記９）
　１又は複数の無線局を含む無線局システムにおける方法であって、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するための
第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２の
セルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供すること、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルを、前記１又は複数
の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの中からセル単位で選択すること、及び
　前記少なくとも１つの特定のセルを示す設定情報を前記無線端末に送信すること、
を備える方法。
【０１１６】
（付記１０）
　１又は複数の無線局を含む無線局システムにおける方法をコンピュータに行わせるため
のプログラムを格納した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
　前記方法は、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するための
第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２の
セルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供すること、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルを、前記１又は複数
の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの中からセル単位で選択すること、及び
　前記少なくとも１つの特定のセルを示す設定情報を前記無線端末に送信すること、
を備える、
非一時的なコンピュータ可読媒体。
【０１１７】
（付記１１）
　無線端末であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線局と通信するための第
１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２のセ
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ルで前記無線局と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第２の
無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Protoc
ol（PDCP）レイヤとを提供するよう構成され、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルをセル単位で指定す
る設定情報を前記無線局から受信するよう構成され、
　前記設定情報に従って、前記無線ベアラ上でのデータの送信及びデータの受信の少なく
とも一方を前記少なくとも１つの特定のセルを介して行うよう構成されている、
無線端末。
【０１１８】
（付記１２）
　前記設定情報は、前記無線ベアラに関するベアラ設定を含み、
　前記ベアラ設定は、前記無線ベアラ上でのデータの送信が前記無線端末に許可される前
記少なくとも１つの特定のセルのセル単位での指定を含む、
付記１１に記載の無線端末。
【０１１９】
（付記１３）
　前記設定情報は、少なくとも１つのサービングセルに関するセル設定を含み、
　前記セル設定は、各サービビングセルにおいて前記無線ベアラ上でのデータの送信が前
記無線端末に許可されるか否かを示す、
付記１１に記載の無線端末。
【０１２０】
（付記１４）
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックの各々は、前記共通のPDCPレイヤにサービ
スを提供するRadio Link Control（RLC）レイヤ、及び前記RLCレイヤにサービスを提供す
るMedium Access Control（MAC）レイヤを含む、
付記１１～１３のいずれか１項に記載の無線端末。
【０１２１】
（付記１５）
　前記少なくとも１つのプロセッサは、統合されたRadio Resource Control（RRC）レイ
ヤをさらに提供するよう構成され、
　前記共通のRRCレイヤは、前記無線ベアラ上でのデータの送信に使用される前記少なく
とも１つの特定のセルを指定するために、前記共通のPDCPレイヤ、並びに前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの各MACレイヤを制御するよう構成されている、
付記１４に記載の無線端末。
【０１２２】
（付記１６）
　前記無線ベアラは、前記第１及び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合さ
れた無線ベアラであり、
　前記共通のRRCレイヤによる前記共通のPDCPレイヤに対する制御は、前記統合された無
線ベアラに関するアップリンクPDCPプロトコル・データ・ユニット（PDUs）を前記第１の
無線プロトコルスタックのRLCレイヤ及び前記第２の無線プロトコルスタックのRLCレイヤ
のいずれに送るべきかを、前記共通のPDCPレイヤに指示することを含む、
付記１５に記載の無線端末。
【０１２３】
（付記１７）
　前記共通のRRCレイヤによる各MACに対する制御は、前記無線ベアラに関するRLC PDUsを
どのセルのアップリンク・トランスポートブロックに多重するべきかを、各MACエンティ
ティに指示することを含む、
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付記１５又は１６に記載の無線端末。
【０１２４】
（付記１８）
　前記１又は複数の第１のセル及び前記１又は複数の第２のセルの各々は、前記無線端末
に設定され且つアクティブ化されたセルである、
付記１１～１７のいずれか１項に記載の無線端末。
【０１２５】
（付記１９）
　前記共通のPDCPレイヤは、
　前記第１の無線プロトコルスタックを使用する第１の無線ベアラ、前記第２の無線プロ
トコルスタックを使用する第２の無線ベアラを提供するよう構成され、
　前記第１の無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を第１の鍵から導出し
、前記第２の無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を前記第１の鍵とは異
なる第２の鍵から導出するよう構成されている、
付記１１～１８のいずれか１項に記載の無線端末。
【０１２６】
（付記２０）
　前記共通のPDCPレイヤは、
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合された無線ベアラを提
供するよう構成され、
　前記統合された無線ベアラのデータの暗号化又は解読のための一時鍵を前記第１の鍵か
ら導出するよう構成されている、
付記１９に記載の無線端末。
【０１２７】
（付記２１）
　前記共通のPDCPレイヤは、
　前記第１及び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合されたベアラを提供す
るよう構成され、
　前記第１の無線プロトコルスタックを介して転送される前記統合された無線ベアラのデ
ータの暗号化又は解読のための一時鍵を前記第１の鍵から導出し、前記第２の無線プロト
コルスタックを介して転送される前記統合された無線ベアラのデータの暗号化又は解読の
ための一時鍵を前記第２の鍵から導出するよう構成されている、
付記１９に記載の無線端末。
【０１２８】
（付記２２）
　無線端末における方法であって、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線局と通信するための第
１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２のセ
ルで前記無線局と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第２の
無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Protoc
ol（PDCP）レイヤとを提供すること、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルをセル単位で指定す
る設定情報を前記無線局から受信すること、及び
　前記設定情報に従って、前記無線ベアラ上でのデータの送信及びデータの受信の少なく
とも一方を前記少なくとも１つの特定のセルを介して行うこと、
を備える方法。
【０１２９】
（付記２３）
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　無線端末における方法をコンピュータに行わせるためのプログラムを格納した非一時的
なコンピュータ可読媒体であって、
　前記方法は、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線局と通信するための第
１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２のセ
ルで前記無線局と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第２の
無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Protoc
ol（PDCP）レイヤとを提供すること、
　前記共通のPDCPレイヤを介したアップリンク送信若しくはダウンリンク送信又はこれら
両方に使用される無線ベアラ上でデータを送信すること及びデータを受信することの少な
くとも一方が前記無線端末に許可される少なくとも１つの特定のセルをセル単位で指定す
る設定情報を前記無線局から受信すること、及び
　前記設定情報に従って、前記無線ベアラ上でのデータの送信及びデータの受信の少なく
とも一方を前記少なくとも１つの特定のセルを介して行うこと、
を備える、
非一時的なコンピュータ可読媒体。
【０１３０】
（付記２４）
　無線端末であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第
１のセルで無線端末と通信するための第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アク
セス技術に従って１又は複数の第２のセルで前記無線端末と通信するための第２の無線プ
ロトコルスタックと、前記第１及び第２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられ
た共通のPacket Data Convergence Protocol（PDCP）レイヤとを提供するよう構成され、
　前記共通のPDCPレイヤは、前記第１及び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する
統合された無線ベアラを上位レイヤに提供するよう構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記統合された無線ベアラに関するアップリンク
PDCPプロトコル・データ・ユニット（PDUs）の送信を前記第１及び第２の無線プロトコル
スタックのいずれを介して行うかを、前記１又は複数の第１のセルと前記１又は複数の第
２のセルの間の時間領域の特性の違いを考慮して決定するよう構成されている、
無線端末。
【０１３１】
（付記２５）
　無線端末における方法であって、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するための
第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２の
セルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供すること、ここで、前記共通のPDCPレイヤは、前記第１及
び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合された無線ベアラを上位レイヤに提
供する；及び
　前記統合された無線ベアラに関するアップリンクPDCPプロトコル・データ・ユニット（
PDUs）の送信を前記第１及び第２の無線プロトコルスタックのいずれを介して行うかを、
前記１又は複数の第１のセルと前記１又は複数の第２のセルの間の時間領域の特性の違い
を考慮して決定すること、
を備える方法。
【０１３２】
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（付記２６）
　無線端末における方法をコンピュータに行わせるためのプログラムを格納した非一時的
なコンピュータ可読媒体であって、
　前記方法は、
　第１の無線アクセス技術に従って１又は複数の第１のセルで無線端末と通信するための
第１の無線プロトコルスタックと、第２の無線アクセス技術に従って１又は複数の第２の
セルで前記無線端末と通信するための第２の無線プロトコルスタックと、前記第１及び第
２の無線プロトコルスタックの両方に関連付けられた共通のPacket Data Convergence Pr
otocol（PDCP）レイヤとを提供すること、ここで、前記共通のPDCPレイヤは、前記第１及
び第２の無線プロトコルスタックを共に使用する統合された無線ベアラを上位レイヤに提
供する；及び
　前記統合された無線ベアラに関するアップリンクPDCPプロトコル・データ・ユニット（
PDUs）の送信を前記第１及び第２の無線プロトコルスタックのいずれを介して行うかを、
前記１又は複数の第１のセルと前記１又は複数の第２のセルの間の時間領域の特性の違い
を考慮して決定すること、
を備える、
非一時的なコンピュータ可読媒体。
【０１３３】
　この出願は、２０１６年１月８日に出願された日本出願特願２０１６－００２８７８を
基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【符号の説明】
【０１３４】
１　無線端末（5G UE）
２　基地局（integrated eNB）
１４０１　LTEトランシーバ
１４０３　New 5Gトランシーバ
１４０５　ベースバンドプロセッサ
１４０６　アプリケーションプロセッサ
１４０８　メモリ
１５０１　LTEトランシーバ
１５０３　New 5Gトランシーバ
１５０６　プロセッサ
１５０７　メモリ
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